
ロータリーと共に寄り添い奉仕の扉を開こう 地区スローガン  

「世界を変える行動人」 

４月は 「母子の健康月間」 です 
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 表紙の写真は、ドイツ・アウクスブルク近郊でミツバチの巣箱をつくり、設置するドイツの

ローターアクトクラブ会員たち。この活動によりミツバチの減少を食い止め、花粉を運ぶ

ミツバチの生存を助けています。2019年3月30日 

2021年6月12～16



国際ロータリー会長 ホルガー・クナーク 



ガバナー メッセージ ガバナー 藤井 秀香 

「母子の健康月間」に寄せて 

母子の健康 

Skip to main content 

 毎年、5歳未満で命を落とす子どもは、世界で
推定590万人。その原因は、栄養失調、適切な医
療や衛生設備の欠如など、どれも予防が可能な
ものばかりです。 

 予防可能な原因で母と子どもが命を落とすことな
どあってはならないと、私たちロータリー会員は考え
ます。すべての母子が質の高い医療を受けられるよ
う、そして、出産で命を落とす母親がいなくなり、子ど
もがすくすくと成長できるように、私たちは支援活動
を行っています。 

 ロータリーは、母子の健康を改善し、5歳未満の幼
児の死亡率を減らすための活動と研修を支援します。
この分 野のプロジェクトは、医療サービスへのアクセ
スの改善および拡充、医療機器の提供、および医療従
事者の研修によって、医療システム3を強化します。 

この重点分野の目的と目標 

 ロータリー財団は、ロータリアンが以下のような活
動によって母子の健康を改善するのを支援します。 

1. 新生児や赤ちゃんの死亡率の削減。 

2. 5歳未満の幼児の死亡率と罹患率の削減。 

3. 妊婦の死亡率と罹患率の削減。 

4. 基本的な医療サービス、研修を受けた地域社会の
医療従事者、および医療提供者へのアクセスの改
善。 

5. 母子の健康に関連した仕事で活躍していくことを
目指す専門職業人のための大学院レベルの奨学
金支援。 

・ 安全な出産 

 清潔な出産キットの配布、安
全な出産方法に関する保健従
事者の研修など、妊婦が安全
な環境で出産できるよう支援
しています。  

・ 持続可能なプログラム 

 適切な研修を受けた医者、
看護師、助産師、医療従事者に
よるケアをすべての女性が受
けられるよう支援しています。 

 

 

 

 

・ 幼い命を救う医療支援 

 日本とブラジルのクラブ
がロータリーの補助金を利
用して、新生児の命を救う
機器を病院に提供しました。 

 

 

 

 

 

 コロナ禍の中終息時期も未だ見えず、ワクチンが行
き渡る前に「変異種」の感染者が増加しています。正
しく恐れる事が大事ですが、家庭内感染も多い中、親
御さんも子供が感染しないか神経を遣われていると
思います。 

 太陽の下で思いっきり運動する事も制限され、スト
レスを抱えて神経を病んでるお子さんも居られます。
小さなお子さんがマスクをしているのを見るのも慣
れました。私は口に食する物には気を遣って育てまし
た。塩や砂糖をあまり使わず、無添加の物、有機野菜
などです。でもそれは、贅沢な事なのです。 

 毎日、今晩は何にしようかと迷います。世界には、
今日どうやって食べるものを調達しようか？ 

 ひもじい思いをして眠りにつく子供達。貧しい国の
事でなく、日本でもお腹いっぱい食べれない子供の
貧困が増えてきていて心配しています。2640地区で
も「子供食堂」を支援されているクラブは多いです。
まともに医療も受けられない子供達も多いという事
なのです。 

 ロータリークラブは世界で母子の健康を改善して
質の良い医療を受けれるよう支援していきましょう。
自分の子や孫の幸せを願うように。 

 

      Rotary International District2640 

          2020-21 Governor 

              Hideka  Fujii   

ガバナー五歳です。 



母子の健康月間 

ロータリーはこんな活動をしています 

 教育、予防接種、出産キット、移動クリニックなど、ありとあらゆる方法で母子の健康を推進してい
ます。また、女性を対象に、HIV母子感染の予防、母乳による授乳、病気の予防に関する教育も行って
います。 

母子の健康における成果 

 私たちは、地域社会が自力で母子の健康を
守っていけるよう研修と支援を行うことによっ
て、持続可能なかたちで母子の健康を促進して
います。 

ロータリーによる活動の例： 

出産前ケアの移動クリニック 

 ハイチは、西半球で母子の死亡率が最も高い
国。この国で、医療ボランティアと助産師が僻地
に住む母と子どもに医療ケアを提供できるよう、
医療機器を搭載したジープを寄贈しました。 

可動式がん検診支援 

 インドにおける、可動式の癌検診機器一式の提

供と、認識向上を目的とした研修の実施. 

産科ろう孔の治療 

 自宅出産を安
全 に 行 う た め、
ロータリー会員が
300万ドルを投入
して5年間の試験
的プロジェクトを
開始しました。こ
のプロジェクトで
は、2005年以来、
産科ろう孔で苦し
む女性たちの尊厳と希望を取り戻すために、当
初の目標を500人上回る1500人の治療を行って
きました。 



2021年バーチャル国際大会にご参加ください！ 

ロータリーは機会の扉を開く  

 ロータリーの2021年バーチャル国際大会にぜひご参加ください。開催日は6月12～16日です。 登

録手続きは、4月中旬から始まります。 

 バーチャル国際大会には無料で参加でき、世界中の会員とオンラインで交流することができま

す。 積極的に参加し、新しいことを学ぶことで、新たな機会が開かれるでしょう。 共に行動を起こ

し、コミットメントを強め、課題に取り組み、成果を祝いましょう。 

 フェイスブックにある国際大会のイベントページでは、ほかの参加者とつながり、大会への期待に

ついて意見を交換することができます。投稿の際は、ハッシュタグ（#Rotary21）をご利用ください。 

バーチャル国際大会は、ロータリー会員やその他の方々にご参加いただけますので、ご家族やご

友人にもぜひお声がけください。 

バーチャル国際大会の登録 

 バーチャル国際大会には、ロータリーの会員と参加者ならどなたでもご参加いただけます。バー

チャル国際大会への登録は、4月中旬に開始されます。登録開始後の21日間はプロモーション割引

により登録料が49ドルとなり、その期間後は65ドルとなります。 

 ローターアクト、青少年交換役員、国際共同委員会の大会前会議は、2021年6月10～11日に開催さ

れます。 各大会前会議への登録料は20ドルです。国際大会と大会前会議の登録料には、友愛の家

へのアクセスが含まれています。今後もこのほかの情報や最新情報がこのページに掲載されます

ので、随時ご確認ください。 



【特集】地区大会 







上宮太子高等学校インターアクトクラブ認証状伝達式    

 上宮太子高等学校インターアクトク（2020年11月16日創立）の認証状伝達式が2021年3月
14日、同校で行われました。伝達式はソーシャルディスタンスに配慮し、最小人数で執り行い
ました。 

 また、創立を記念し、ポール・ハリス4代目月桂樹を校庭に植樹致しました。 

地区インターアクト委員会   

左から平石彩乃インターアクトクラブ会長、寺澤久弥上

宮太子高等学校校長、平山悟史太子ロータリークラブ

会長、豊岡敬ガバナーエレクト 

記念植樹 

文化時報の掲載記事   



第33回全国ローターアクト研修会 

 全国ローターアクト研修会が、3月14日（日）、１４：３０～１９：００、Zoomで開催。「RACラマチ、た

ごまる」をテーマに講演会やTikTokコンテストのほか、懇親会では次年度代表者が順番に挨

拶し、交流を深めました。 

 このテーマの「ラマチ」は、アイヌ語で魂を意味し、北海道弁で集まることを意味する「た

ごまる」を組合せたもので、全国各地から、会員一人ひとりが持っている熱意や情熱という

「ラマチ」が全研というきっかけで糸のように「１つにたごまり」今後に活かすことができる時

間を提供することを目指します。 

次年度2640地区RA代表 古川裕貴 君 御坊RAC 

今・次期ローターアクト委員会  

 3月19日（金）、18：00から、ガバナー事務所で今期と時期の合同委員会を開きました。当日は藤井

ガバナーもZoomで挨拶。18：30からはローターアクターも交え、下半期の活動と次年度の活動につ

いて協議しました。 



米山記念奨学生 2020年度修了式（オンライン開催）  

 米山記念奨学委員会は、３月２０日（土）13：50～16：00に2020年度の地区米山記念奨学生

の2020年度修了式をオンラインで開きました。ガバナー事務所をキーステーションにZOOM

開催。米山記念奨学生、カウンセラー、委員等、関係者が参加しました。なお、出席できない

方のために後日オンラインでの動画配信を予定しています。 

 また、米山奨学生修了証と記念品は、世話クラブを通じて授与することとなります。 

 修了された皆さんは、今後は、学友として交流を続けていくことになります。 

地区米山記念奨学委員長 玉井 洋司 



ロータリー財団補助金管理セミナー（YouTubeライブ配信) 

 地区ロータリー財団委員会は、３月２７日（土）１３：３０～１５：００、YouTube ライブ配信でロー

タリー財団補助金管理セミナーを開きました。 

 セミナーは、地区財団資金推進小委員会の林 俊行委員長の司会進行、豊岡 敬ガバ

ナーエレクトの開会点鐘で始まり、直前ガバナーで地区Ｒ財団補助金小委員会委員長の中

野 均氏から、ロータリー財団補助金申請について、申請から報告までの手続きや注意点な

ど、「ロータリー財団補助金申請ハンド

ブック」を基に詳細な説明が行われま

した。 

 最後は、森本 芳宣ガバナーノミ

ニーが閉会挨拶、閉会点鐘で終了しま

した。今回、コロナ禍における対応とし

て、「YouTube ライブ配信」となったた

め、質問等はメールでお願いします。な

お、後日の視聴も可能となりますので、

再度、ご覧頂くこともできます。 

  

地区ロータリー財団委員長 初田 隆生 



2021-22年度のための 

会長エレクト研修セミナー【PETS】（YouTubeライブ配信) 

 次年度のための会長エレクト研修セミナー（PETS)は、３月21日（日）11：00から、インター

ネットのYouTubeライブ配信（限定配信）で開催しました。 

 セミナーでは、橋本 次期地区代表幹事の司会で進行。藤井ガ
バナー、岡本 次期地区研修リーダーが挨拶。続いて、国際協議会
（バーチャル）の報告と地区方針を豊岡ガバナーエレクトが説明し
ました。特に地区スローガン「広げようロータリーの光を！」を発
表しました。このほか、次年度予算案を橋本 次期代表幹事、「クラ
ブ会長の役割および本年度の重要問題」を岡本 浩 次期研修
リーダー、「青少年保護を意識したプログラムについて」を福井 
隆一郎 次期危機管理委員長、「コロナ感染拡大防止について」を
南 良暢 次期緊急医療体制委員長がそれぞれ解説しました。こ
のほか、委員会報告では、ロータリー財団委員会、地域社会奉仕委

員会、社会奉仕委員会、米山記念奨学委員会のそれぞれの委員長から、説明がありました。
なお、YouTube動画は、地区ホームページのお知らせ（リンク）から、ご覧になれます。 



「貝塚市内 子ども食堂へお米 300 ㎏」を寄贈 

貝塚ロータリークラブ 

貝塚ロータリクラブ（会長 佐納 世志子）は、3月17日、社会奉仕活動として、貝塚市の健

康子ども部子ども福祉課を通じて、市内６ヶ所の「子ども食堂」に貝塚産エコ米「にこまる」

300Kgを寄贈しました。 

また、貝塚市役所において藤原龍男市長へ贈呈式を行い、感謝状を頂きました。 

なお、貝塚市のフェイスブックで贈呈式の様子が掲載され、沢山の「いいね！」をいただ

きました。このほか「かいづか広報」にも掲載予定です。  



米山奨学生、ナインさんの『ご卒業ご就職お祝例会』 

和歌山西ロータリークラブ 

2021年3月3日（水） ＝第32回例会＝ 

 於、ラヴィーナ和歌山 

中條会長より米山奨学生、ナインさんへお祝の

言葉 

 本日はナインさんのご卒業お祝とご就職お

祝の2つの嬉しい例会となりました。2年間元気

に例会にご出席頂きありがとうございました。

昨年の全国緊急事態宣言下の2か月間は、クラ

ブ例会も休会となりお互いがステイホームに

努めましたが、状況のやり取りや奨学金を振込

みにするなど、工夫を凝らして乗り切りました。

石塚カウンセラーを中心に仲間のように活動

できたことを本当に嬉しく思います。また厳し

い就活が予想される中、自分の手でしっかりと

内定をつかみ取ったことは、大きな自信となる

ことと思います。本当におめでとうございま

す。月末にお引越しとのこと、それまでの例会

で都合の良い日はいつでもご出席下さい。最

後に、石塚カウンセラーには大変お世話になり

ました。会員を代表して心から御礼申し上げま

す。 

石塚カウンセラーより、カウンセラーの所見最

終回 

 2019-21学年度米山奨学生、エータンダーナ

インさんの世話クラブとなり、間もなく2年が過

ぎようとしています。思い返せばあっという間

のようですが、その間毎月楽しい交流がありま

した。しかし、新型コロナウィルスの世界的流行

が起りました。これは私たちもナインさんも生

まれて初めて遭遇する恐怖でしたが、感染防

止に常に配慮して例会に出席下さり、学業とア

ルバイト、就職活動に真剣に取り組む姿勢は誠

に立派であったと思います。私たちにたくさん

の勇気と元気を与えてくれました。お別れの季

節がやってきて大変寂しくなりますが、いつで

もホームクラブに遠慮なく帰ってきて下さい。

4月からは社会人として生活環境が大きく変わ

ることになります。何より健康を第1として、元

気にご活躍下さるよう、会員一同心から祈念し

ています。 

  米山奨学生、ナ

インさんの『ご卒業

ご就職お祝例会』

を開催させて頂き

ました。会員を代表

して、中條会長から

お祝金と記念品

（キーホルダーと

ボールペン）をナイ

ンさんに贈呈し、ラ

ヴィーナ和歌山心

尽くしの会席料理

をおいしく頂きまし

た。関係各位に厚く

御礼申し上げます。 

 今月の夜間例会にナインさんをもう一度お誘い

しています。ちょうど卒業式の日であり、未来への

記念すべき第1歩を共にお祝したいと思います。   

カウンセラー 石塚宏介 















 

 

  ガバナー月信は、地区と地区内クラブの情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に活かせ

てもらうため、情報収集に努めています。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 具体的には、

記念事業や特別例会、クラブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、 同好会等）や会員増強

等、職業奉仕（講演会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、福祉・教育支援事業等）、国際奉

仕（友好クラブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少年奉仕（青少年交換、インターアクト、

ローターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー財団、米山記念奨学会等の活動などの案内、

募集、報告等の寄稿をお願いします。 また、ご提供いただける情報は、文書面、 資料、写真を

ＦＡＸ、封書等又はメールでガバナー事務所へご連絡ください。 月信では、引き続き、国際ロー

タリー、地区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の収集等、紙面の充実に努めてまいりま

す。 ご協力、よろしくお願いします。                     （地区 ＩＴ・ガバナー月信委員会）  

国際ロータリー 

第2640地区 ガバナー事務所  

〒640-8331  

和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室  

TEL（073）426-2640  

FAX（073）426-2660 

http://rid2640g.com/fujii/ 

e-mail: fujii@rid2640g.com 
JR和歌山駅西口から徒歩7分  

阪和道、和歌山インターから約10分 


